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【 西 当 別 小 学 校 】 

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１，国語・算数・理科の調査結果（全国・全道との比較） 

 

本校児童は 今回出題された学習内容に関しては・・・ 
教  科 全道平均との比較 全国平均との比較 
国 語Ａ 高い 高い 
国 語Ｂ 高い やや高い 
算 数Ａ 相当高い 高い 
算 数Ｂ 高い やや高い 
理  科 高い やや高い 

 
 

２，全体的なおおよその傾向 

 

  

 ★どの教科も全国平均正答率を上回る結果となりました。前回の本校と全国の平均正答率との差 

  を比較してみても、算数 B 以外で上回る結果となっています。 

 ★算数 A の正答率が全国の値を相当上回っていました。また、下位層の児童の割合ついては、ど 

  の科目においても全国の値より少なかったです。特に、国語 A、算数 A・Ｂでは、全国値より 

  相当少なかったです。B 問題では、記述式の問題の平均正答率が昨年に引き続き全国値を上回っ 

  たことから、基礎的な学力の定着は勿論のこと、活用の能力の高まりも見られます。 

★この結果を基に、各教科について次のように分析をしました。 

 

 

 

◆６年生が４月に実施いたしました標記調査の分析結果についてお知らせいた

します。児童が取り組んだ，国語Ａ・Ｂ、算数Ａ・Ｂ、理科、そして、学習

等に関する児童質問紙について、全国・全道との比較をしながらの分析とな

っています。 

  なお、この結果については、本校の６年生を対象に国語、算数、理科の３

教科のみの実施であることから、必ずしも本校全体の教育活動の結果を表す

ものでないことを申し添えます。 
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国 語 

 

１，国語Ａ(主として「知識」に関する問題） 

 
＜領域の様子＞ 

領  域 全道平均との比較 全国平均との比較 
話 す こ と ・ 聞 く こ と 同程度 同程度 
書 く こ と 高い 高い 
読 む こ と やや高い やや高い 
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 高い 高い 

 
＜今回の調査における特徴的な問題＞（○は成果のあった問題 ●は課題のあった問題） 

 

○３  《問題の趣旨》「目的に応じて必要な情報を捉えることができるかどうかをみる。」 

    〈問題〉【オムレツを作ったあとの感想】を踏まえ、【オムレツのページ】をどのよ 

        うに読めばよいか、適切なものを選択する問題 

    〈正答〉山本さん・・・５、川上さん・・・３   （全国・全道平均より相当高い） 

 

 

○5  《問題の趣旨》「文の中における主語と述語との関係などに注意して、文を正しく書 

           けるかどうかをみる」 

    〈問題〉【春休みの出来事の一部】の中で  部と   部とのつながりが合っていな 

        い文を選択し、正しく書き直す問題 

    〈正答〉選んだ文の番号・・・４ 
        書き直した一文・・・反省点は用具の手入れをあまりしなかったことです。    
                            （全国・全道平均より相当高い） 
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●７二 《問題の趣旨》「相手や場面に応じて適切に敬語を使えるかどうかをみる」 

    〈問題〉【話を聞いている様子の一部】の  ア ， イ に入る内容の組み合わせとして 

               適切なものを選択する問題 

    〈正答〉4（全国・全道平均より相当低い） 
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○８  《問題の趣旨》「学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことが 
            できるかどうかをみる」 

    〈問題〉エ.文の中で漢字を使う（かん理） オ. 文の中で漢字を使う（せっ極的）  
    〈正答〉エ.３ オ.1              （全国・全道平均より相当高い） 
 

・ほとんどの設問で全国平均正答率と同等か上回っていました。 

・目的に応じて必要な情報を捉えることができるかどうかをみる問題では、オムレツの作り方 

 が書かれた文章の中から、目的に応じて中心となる語や文、段落を適切に捉えて読むことが 

 できており、全国の平均を上回っていました。（読む・選択） 

・文の中における主語と述語との関係などに注意して、文を正しく書くことができるかどうか 

 をみる問題では、「反省点は」と「用具の手入れをあまりしませんでした」とが照応してい 

 ないことに気づけない子や正しく書き直すことのできない子が半数以上いましたが、全国の 

 平均は大きく上回っています。（言語・短答） 

・相手や場面に応じて適切に敬語を使うことができるかどうかをみる問題では、相手と自分と 

 の関係を考えて，敬語を使うかどうかを正しく判断できない子が半数を超ました。また、全 

 国の平均を下回っており、無答率も全国値に比べて高かったです。（言語・選択） 

・漢字を文の中で正しく使うことができるかどうかをみる問題では、出題形式が変わったこと 

 も影響したのか、正答率が 80％前後の問いが多かったです。が、おおむね全国の平均値を 

 上回っていました。（言語・選択） 
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２，国語 B(主として「活用」に関する問題） 

 
＜領域の様子＞ 

領  域 全道平均との比較 全国平均との比較 
話 す こ と ・ 聞 く こ と 相当高い 高い 
書 く こ と 相当高い 高い 
読 む こ と やや高い ほぼ同程度（上位） 
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項   

 
＜今回の調査における特徴的な問題＞（○は成果のあった問題 ●は課題のあった問題） 

○１二 《問題の趣旨》「計画的に話し合うために、司会の役割について捉えることができる 

            かどうかをみる」 

    〈問題〉【話し合いの様子の一部】における司会の発言の役割として、適切なものを 

        選択する問題 

    〈正答〉１                   （全国・全道平均より相当高い） 

 

○１三 《問題の趣旨》「話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考え 

            をまとめることができるかどうかをみる」 

    〈問題〉これから言葉をどのように使っていきたいかについて、北川さん，小池さん 

        のいずれかの意見を取り上げ、   を書く問題 

    〈正答例〉北川さんが話したように、わたしも言葉を省略して話す人は確かに多いと 

         思います。これからは、相手や場に合っているかどうかを考えながら、言 

         葉をなるべく省略せずに使っていきたいと思います。                   

                            （全国・全道平均より相当高い） 
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●２一 《問題の趣旨》「目的や意図に応じて、文章全体の構成の効果を考えることができる 

            かどうかをみる」 

    〈問題〉「かみかみあえ」についての【おすすめする文章】の最初の部分に   の 

        ように書いた理由として適切なものを選択する問題 

    〈正答〉２                      （全国平均よりやや低い） 

 

○２二 《問題の趣旨》「目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく書くことがで 

            きるかどうかをみる」 

    〈問題〉【おすすめする文章】の   に、むし歯を防ぐ効果について、【保健室の 

        先生の話から分かったこと】を取り入れて詳しく書く問題 

    〈正答例〉よくかんで食べるこんだてなので、だ液がたくさん出て、口の中をきれい 

         に保つので、むし歯になりにくいのです。 
                            （全国・全道平均より相当高い） 

                        

○２三 《問題の趣旨》「推薦するためには、他のものと比較して書くことで、よさが伝わる 

            ことを捉えることができるかどうかをみる」 

    〈問題〉【紹介する文章】を基にして【おすすめする文章】を書くときの工夫として 

        適切なものを選択する問題 

    〈正答〉３                   （全国・全道平均より相当高い） 



7 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 
 

 

○３二 《問題の趣旨》「目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にし 

            ながら読むことができるかどうかをみる」 

    〈問題〉【伝記「湯川秀樹」の一部】を読んで、【ノートの一部】C 最も心がひかれ 

        た一文とその理由の文章の   に入る内容を書く問題 

    〈正答例〉湯川博士は大学を卒業した後も、昼夜を問わず研究のことを考え、ふとん 

        に入ってからも次々にうかんでくるアイディアをわすれないために、まくら 

        もとにはノートを置くようにしていた。  （全国・全道平均より相当高い） 
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・ほとんどの設問で全国平均正答率と同等か上回っていました。 

・話し合い活動の中で司会の役割について捉えることができている子が多かったです。（聞く、 

 話す・選択） 

・話し合い活動の中で、話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えを 

 まとめることができるかをみる問題で、正答率は半分以下でしたが、全国平均は大きく上回っ 

 ていました。（聞く、話す＆書く・記述） 

・目的や意図に応じて、文章全体の構成を考えることができるかどうか見る設問では、文章の 

 冒頭が筆者のどのような考えの上、書かれているかを読み取れる子が少なく全国値を下回り 

 ました。また、無答率も多かったです。（書く・選択） 

・推薦するためには、他のものと比較して書くことで、よさが伝わることを捉えることができ 

 るかどうかをみる問題では、「ツナマヨサラダ」と比べて推薦する理由を書くことで、「か 

 みかみあえ」のよさがより伝わるということを捉えることができている子が多く、全国の平 

 均を上回りました。（書く・選択） 

・目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読むことができる 

 かどうかをみる問題では、伝記「湯川秀樹」を読んで、最も心がひかれた一文を選んだ理由 

 を、湯川博士の具体的な行動を取り上げて書くことできない子が多くいましたが、全国値は 

 上回りました。しかし、無答者も多かったです。（書くこと＆読むこと・記述） 

・いずれの記述問題も、問題の趣旨は理解しつつも、示された条件を満たした回答になってい 

 ない場合が多く見受けられました。 

 

３，国語 改善の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

算 数 

 

１，算数Ａ(主として「知識」に関する問題） 

 
＜領域の様子＞ 

領  域 全道平均との比較 全国平均との比較 
数 と 計 算 相当高い 相当高い 
量 と 測 定 同程度 同程度 
図 形 相当高い 相当高い 
数 量 関 係 相当高い 相当高い 

・漢字の読み書きの指導の徹底することと実際の場面で活用することを意識して指導していきま 

 す。 

・文の中における主語と述語との関係などに注意して、主語と述語が正しく照応させて文を  

 書くことができるよう意識して指導していきます。 

・相手や場面に応じて適切に敬語を使うことのできるよう指導していきます。 

・物語文や説明文の叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめることができるように指 

 導していきます。 
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＜今回の調査における特徴的な問題＞（○は成果のあった問題 ●は課題のあった問題） 

○１⑵ 《問題の趣旨》「１に当たる大きさを求める問題場面における数量の関係を理解し、 

           数直線上に表すことができるどうかをみる」 

    〈問題〉針金0.4ｍと、0.4ｍの重さの60ｇと、１ｍの重さが，それぞれ数直線上の 

        どこに当てはまるかを選ぶ問題 

    〈正答〉0.4 の場所～エ 60 の場所～ア  □の場所～イ 
                            （全国・全道平均より相当高い） 

 

○１⑶ 《問題の趣旨》「１に当たる大きさを求める問題場面では、除数が１より小さい小数 

           である場合でも除法を用いることを理解しているかどうかをみる」 

    〈問題〉針金１ｍの重さを求める式を選ぶ問題 

    〈正答〉３                   （全国・全道平均より相当高い） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

●４⑴《問題の趣旨》「異種の二つの量のうち、一方の量がそろっているときの混み具合の比 

          べ方を理解しているかどうかをみる」 

   〈問題〉面積がそろっている㋐と㋑の二つのシートの混み具合について、正しいものを 
       選ぶ問題 
                      〈正答〉２（全国・全道平均より相当低い） 
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○５⑵《問題の趣旨》「180°や 360°を基に分度器を用いて、180°よりも大きい角の大 
          きさを求めることができるかどうかをみる」 

   〈問題〉分度器の目盛りを読み、180°よりも大きい角の大きさを求める問題 

   〈正答〉250度                 （全国・全道平均より相当高い） 

 

○６ 《問題の趣旨》「示された表現方法を基に、空間の中にあるものの位置を表現するこ 

          とができるかどうかをみる」 

    〈問題〉空間の中にあるものの位置を正しく書く問題 

    〈正答〉横～６ 縦～３ 高さ～４        （全国・全道平均より相当高い） 
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○７⑵ 《問題の趣旨》「直径の長さと円周の長さの関係について理解しているかどうかをみ 
           る」 

    〈問題〉円の直径の長さが２倍になったとき、円周の長さが何倍になるかを選ぶ問題 

    〈正答〉ア                   （全国・全道平均より相当高い） 
 
 
 
○８  《問題の趣旨》「百分率を求めることができるかどうかをみる」 

    〈問題〉200人のうち80人が小学生のとき、小学生の人数は全体の人数の何％かを 

        選ぶ問題 

    〈正答〉３                   （全国・全道平均より相当高い） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
            

・ほとんどの設問で全国平均正答率と同等か上回っていました。 

・１に当たる大きさを求める問題場面における数量の関係を理解し、数直線上に表すことがで 

 きるかどうかをみる問題では、１に当たる大きさを求める問題場面における数量の関係を理 

 解し、数直線上に表すことができる子が多く、全国値を大きく上回りました。（数と計算・ 

 選択） 

・１に当たる大きさを求める問題場面では、除数が１より小さい小数である場合でも除法を用 

 いることを理解している子が多く、全国値を大きく上回りました。（数と計算・選択） 

・異種の二つの量のうち，一方の量がそろっているときの混み具合の比べ方を理解しているか 

 どうかをみる問題では、比べ方をしっかり理解できていない子が全国値に比べると相当多かっ 

 たです。（量と測定・選択） 

・180°や360°を基に分度器を用いて，180°よりも大きい角の大きさを求めることがで 

 きるかどうかをみる問題では、180°より大きな角の大きさを求めることができる子が多 

 く、全国値を上回りました。（量と測定・選択） 

・示された表現方法を基に、空間の中にあるものの位置を表現することができる子が多く、全 

 国値を上回りました。（図形・短答） 

・直径の長さと円周の長さの関係について理解している子が全国値に比べると多かったです。 

 （図形・選択） 

・百分率を求めることができる子が全国値に比べると多かったです。（図形・選択） 
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２，算数 B(主として「活用」に関する問題） 

 
＜領域の様子＞ 

領  域 全道平均との比較 全国平均との比較 
数 と 計 算 相当高い やや高い 
量 と 測 定 やや高い 同程度 
図 形 やや高い やや高い 
数 量 関 係 やや高い ほぼ同程度（上位） 

 
＜今回の調査における特徴的な問題＞（○は成果のあった問題 ●は課題のあった問題） 

 

○１⑵《問題の趣旨》「敷き詰め模様の中から図形を見いだし、その構成要素や性質を基に、 
           一つの点の周りに集まった角の大きさの和が 360°になっているこ 
           とを言葉や式を用いて記述できるかどうかをみる」 

 

   〈問題〉一つの点の周りに集まった角の大きさの和が360°になっていることを、着目 

       した図形とその角の大きさを基に書く問題 

 
   〈正答例〉点Ｃのまわりには，正三角形が２つと正六角形が２つしきつめられています。 
        正三角形の１つの角の大きさは 60°で、正六角形の１つの角の大きさは 
        120°なので、点Ｃのまわりに集まった角の大きさの和は，60×２＋120 
        ×２＝360 で、360°です。  （全国より高い・全道平均より相当高い） 
 １ 
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●２⑵《問題の趣旨》「示された考え方を解釈し、50秒，60秒の場合に適用して、その結果 

           を表に整理することで、条件に合う時間を判断することができるかど 

           うかをみる。」 

 

   〈問題〉１回の玉入れゲームの時間を３分に最も近い時間にするための玉を投げる時間 
       を、表に整理して求める問題 
 
 
   〈正答〉 
 
          玉を投げる時間を[５０]秒にすればよい。 
                      （全国より相当低い・全道平均よりやや低い） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

128 秒 178 秒 

160 秒 220 秒 
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○３⑴《問題の趣旨》「メモの情報と棒グラフを組み合わせたグラフを関連付け、総数や変 
           化に着目していることを解釈し、それを言葉や数を用いて記述でき 
           るかどうかをみる」 
 

   〈問題〉メモ１とメモ２は，それぞれ、グラフについてどのようなことに着目して書か 

       れているのかを書く問題 

 

   〈正答例〉メモ１は，12 月の人数に着目して書かれていて、メモ２は、７月の人数と 
        12 月の人数の差に着目して書かれています。               
                        （全国より高い・全道平均より相当高い） 
 
●３⑵《問題の趣旨》「一つの事柄について表した棒グラフと帯グラフから読み取ることが 
           できることを、適切に判断することができるかどうかをみる」 
 

   〈問題〉一つの事柄について表した棒グラフと帯グラフから読み取ることができること 

       をまとめた文章に当てはまるものを選ぶ問題 

   〈正答〉○ア ～１ ○イ ～５ 

                           （全国・全道平均より相当低い） 
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○４⑴《問題の趣旨》「示された考えを解釈し、条件を変更した場合の数量の関係を考察し 

           て、分配法則を用いた式に表現することができるかどうかをみる」 

 

   〈問題〉「32，40」の二つの数の和が９の段の数になるわけを、分配法則を用いた式 

       に表す問題 

 

   〈正答〉○ア ～4×８+５×８ ○イ ～（４+５）×8  （全国・全道平均より相当高い）                      

 

 

○４⑵《問題の趣旨》「示された考えを解釈し、条件を変更した場合について考察した数量 
           の関係を、表現方法を適用して言葉と数を用いて記述できるかどう 
           かをみる」 
 

   〈問題〉横に並んでいる七つの数について、示された表現方法を適用して書く問題 

 

   〈正答例〉横に並んでいる７つの数「４，６，８，10，12，14，16」の和 70 は、 
        真ん中の数 10 の７倍になっています。 
                        （全国より高い・全道平均より相当高い） 
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○５⑵《問題の趣旨》「折り紙の輪の色の規則性を解釈し、それを基に条件に合う色を判断 

           することができるかどうかをみる」 

   〈問題〉４色を順に繰り返してつなげ、輪かざり１本を作ったときの、30個目の折り 

       紙の輪の色を選ぶ問題 

   〈正答例〉２                   （全国・全道平均より相当高い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図形の構成要素や性質を基に，集まった角の大きさの和が３６０°になっていることを記述 

 できる子が全国値に比べると多かったです。（量と測定＆図形・記述） 

・１回の玉入れゲームの時間を３分に最も近い時間にするための玉を投げる時間を，表に整理 

 して求めることのできない子が多かったです。（数と計算＆量と測定＆数量関係・記述） 

・メモの情報と棒グラフを組み合わせたグラフを関連付け、総数や変化に着目していることを 

 解釈し、それを言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる問題では、メモ 2 の内容が７月 

 の人数と 12 月の人数の差に着目して書かれていること気づけない子が多かったです。また、 

 無答者も多かったのですが、全国平均正答率は上回っていました。（数量関係・記述） 
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・一つの事柄について表した棒グラフと帯グラフから読み取ることができることを、適切に判 

 断することができるかどうかをみる問題では、12 月のアンケート調査の結果について表し 

 た棒グラフと帯グラフから、人数と割合の大小を判断することができていない子が多かった 

 です。（数量関係・選択） 

・示された考えを解釈し、条件を変更した場合の数量の関係を考察して、分配法則を用いた式 

 に表現することができる子が多かったです。（数と計算＆数量関係・短答） 

・示された考えを解釈し、条件を変更して数量の関係を考察し、分配法則の式に表現すること 

 ができるかみる問題の正答率が全国値を上回っていました。 (数と計算・記述) 

・折り紙の輪の色の規則性を解釈し、それを基に条件に合う色を判断することができる子が多 

 かったです。（数と計算・選択） 

・記述問題では、記述の条件を満たしていない解答が多く、無解答率も多い問題が多かったで 

 す。 

 

３，算数 改善の方向 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

理 科 

 

１，理 科 

 
＜領域の様子＞ 

領  域 全道平均との比較 全国平均との比較 
物 質 高い やや高い 
エ ネ ル ギ ー 相当高い 高い 
生 命 高い 高い 
地 球 やや高い ほぼ同程度（上位） 

 
＜今回の調査における特徴的な問題＞（○は成果のあった問題 ●は課題のあった問題） 

○１⑵ 《問題の趣旨》「調べた結果について考察する際に、問題に対応した視点で分析でき 

            るかどうかをみる」 

    〈問題〉鳥の翼と人の腕のつくりについてのまとめから、どのような視点を基にまと 

        めた内容なのかを選ぶ問題 

    〈正答〉３．５（全国・全道平均より相当高い） 
 
 

 ・四則計算や、公式を用いた計算の仕方は定着しているので、今後も計算する機会を数多くとる 

  よう取り組み、学習を進めていきます。 

 ・言葉や数、式、図、グラフなどを用いて、筋道を立てて説明したり論理的に考えたりして、自ら

納得したり他者を説得したりする言語活動の場の充実を図ります。 
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○１(4)《問題の趣旨》「人の腕が曲がる仕組みを模型に適用できるかどうかをみる」 

    〈問題〉人の腕が曲がる仕組みについて、示された模型を使って説明できる内容を選 

        ぶ問題 

    〈正答〉２                   （全国・全道平均より相当高い） 
 
                             
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
○２⑵《問題の趣旨》「土地の侵食について、予想が確かめられた場合に得られる結果を見通 
           して実験を構想できるかどうかをみる」 
 
   〈問題〉流れる水の働きによる土地の侵食について、自分の考えと異なる他者の予想を 
       基に、斜面に水を流したときの立てた棒の様子を選ぶ問題 
 
   〈正答〉3                （全国より高い・全道平均より相当高い） 
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○3⑴《問題の趣旨》「乾電池のつなぎ方を変えると電流の向きが変わることを実際の回路に 
           適用できるかどうかをみる」 

   〈問題〉風が吹く方向を変えるためにモーターの回転が逆になる回路を選ぶ問題 

   〈正答〉３                 （全国・全道平均より相当高い） 

 

○３⑵ 《問題の趣旨》「電流の流れ方について、予想が確かめられた場合に得られる結果を 

            見通して実験を構想できるかどうかをみる」 

    〈問題〉回路を流れる電流の流れ方について、自分の考えと異なる他者の予想を基に、 

        検流計の針の向きと目盛りを選ぶ問題 

    〈正答〉２                 （全国・全道平均より相当高い） 

 
○３(4) 《問題の趣旨》「太陽の１日の位置の変化と光電池に生じる電流の変化の関係を目的 
            に合ったものづくりに適用できるかどうかをみる」 

    〈問題〉目的の時間帯だけモーターを回すため、太陽の１日の位置の変化に合わせた 

        箱の中での光電池の適切な位置や向きを選ぶ問題 

    〈正答〉４                 （全国・全道平均より相当高い） 
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○４⑴《問題の趣旨》「ろ過の適切な操作方法を身に付けているかどうかをみる」 

   〈問題〉ろ過後の溶液に砂が混じっている状況に着目しながら、誤った操作に気付き、 

       適切に操作する方法を選ぶ問題 

   〈正答〉４                    （全国・全道平均より相当高い） 
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●４(4)《問題の趣旨》「実験結果から言えることだけに言及した内容に改善し、その内容を記 
            述できるかどうかをみる」 

    〈問題〉食塩水を熱したときの食塩の蒸発について、実験を通して導きだす結論を書 

        く問題 

    〈正答例〉食塩水の食塩は、蒸発しない           
                   （全国とほぼ同程度(上位)・全道平均よりやや高い） 
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・鳥の翼と人の腕のつくりについてのまとめから、どのような視点を基にまとめた内容なのか 

 を選ぶ問題の正答率が高かったです。（生命・選択） 

・人の腕が曲がる仕組みについて、示された模型を使って説明できる内容を選ぶ問題の正答率 

 が高かったです。（生命・選択） 

・流れる水の働きによる土地の侵食について、自分の考えと異なる他者の予想を基に、斜面に 

 水を流したときの立てた棒の様子を選ぶ問題の正答率が全国値を上回りました。（地球・ 

 選択） 

・土地の侵食について、予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して実験を構想できた 

 り、より妥当な考えをつくりだすために、実験結果を基に分析して考察し、その内容を記述 

 できたりするかどうかをみる問題の正答率が非常に低かったです。増水することで、川の曲 

 がっているところの外側だけではなく、内側も浸食されることが理解できていなかったり、 

 条件を満たした記述ができていなかったりしたことが原因と考えられます。（地球・記述） 

・乾電池のつなぎ方を変えると電流の向きが変わることを実際の回路に適用できるかどうかを 

 見る問題全体の正答率が低かったのですが全国値は上回っていました（エネルギー・思考・ 

 選択） ※(4)は地球分野も含む 

・ろ過の適切な操作方法を身に付けているかどうかをみる問題の正答率が高かったです。（物 

 質・観察.実験・選択） 

・食塩水を蒸発させても食塩は蒸発しないことについて、実験や実験結果から考察できない子 

 が多かったです。また、問題の趣旨をつかめなかったのか、無解答者も多くいました。（物 

 質・思考・記述） 

 

２，理科 改善の方向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童質問紙（学習状況調査） 
 

１，学習に対する関心意欲について 

 

＜今回の調査における特徴的な面＞ 

 

◎ 算数・理科の学習が大切だと感じている子及び社会に出てから役立つと考えている子が多いです。 

 ◎ いくつかの設問項目から、学習に粘り強く最後まで取り組む姿勢が見られました。 

 ◎ 友達の前で自分の考えや意見を発表したり、友だちと話し合ったりする活動に意欲的に取り組んでいる子の  

  割合が高かったです。 

  

 

 

・予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して実験を構想できたり、より妥当な考 

 えをつくりだすために、実験結果を基に分析して考察したりする学習活動に意識して取 

 り組んでいきます。また、自ら納得したり他者を説得したりする言語活動の場の充実を図り 

 ます。 
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＜今回の調査でわかったことと改善の方向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２，家庭学習について 

 

＜今回の調査における特徴的な面＞ 

 

◎ 家で、自分で計画を立てて学習している子が多いです。 

◎ 学校の宿題にきちんと取り組んでいる子が多いです。 

 ◎ 予習・復習に取り組めている子の割合が多いです。 

 

 

＜今回の調査でわかったことと改善の方向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３，基本的生活習慣について 

 

＜今回の調査における特徴的な面＞ 

 

 ◎ 放課後の活動について、勉強や読書以外にも、スポーツに打ち込んだり、家族と接する機会を多く持ってい 

   る子の割合が高い。 

 ▲ テレビやビデオ見たり、メール、インターネットをしたりする子の割合も高い。 

  

 

＜今回の調査でわかったことと改善の方向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
・学習に対する興味関心を更に高めるような授業の質の向上と、苦手意識のある子どもたちに対

するきめ細かい「個に応じた指導」を今後も継続していきます。 

・言語活動の充実を図り、今年度同様、自分の考えを説明したり表現したりする方法を示し、学習

の機会も保障していきます。 

・作文指導・ノート指導等の取り組みにより、自分の考えを書き表すことへの苦手感が減り、ある

程度以上の長さの文章を書けるようになってきていますので、引き続き工夫して取り組んでい

きます。 

 

  
・家庭学習の取り組みがしっかりと習慣化されていることがうかがえます。今後も、授業での充

実感を家庭での計画的な学習に結び付けて行くことに力を入れて行きます。 

・学校で発行している「家庭学習のてびき」等を活用し、家庭において、予習・復習等にも自主的

に取り組む姿勢を持てるようさらに指導の工夫を加えていきます。 

 

  
・起床・就寝時間や家庭学習，テレビ視聴，習い事などについては、バランスよく時間配分して生 

 活して行くことが大切です。今後も基本的な生活習慣について，家族みんなで取り組んで欲し 

 いと考えています。 
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４，その他について 

 

＜今回の調査における特徴的な面＞ 

 

 ◎ 学校のきまりを守っているという子が多かったです。 

 ◎ いじめは、どんな理由があっても生きないことだと思う子が多かったです。 

 ▲ 地域・社会の出来事に関心を持っている子が少ないです。 

 

 

＜今回の調査でわかったことと改善の方向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 
 

  

★今回の調査だけで全ての児童や一人ひとりのことを判断することはできませんが、本校では，こ 

 れまでのデータも加えながら、今後の指導に役立てて行きたいと考えています。 

 

★今回の調査で明らかになったことについては，次のように取り組みます。 

① 子どもたちの傾向の分析結果について職員間で交流し、学校全体で授業改善の意識を高めます。 

② 基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれらを活用し、思考力・判断力・表現力を育成すること 

を今後も継続的に取り組んでいきます。 

③ 規範意識の醸成に力を入れるべく、大人も子どももルール・マナーを意識した学校生活を心掛け 

ていきます。 

④ これからも児童がのびのびと取り組んでいける教育環境の整備・充実を一層図っていきます。 

  

 ★今後もさらに児童一人ひとりの力を伸ばしていくよう努力して参ります。ご家庭でも、睡眠時間、 

  運動時間、テレビやゲームの時間などについて、適切な目安を設定し、より一層、子どもたちの 

  学習習慣・生活習慣が確立できるよう、ご協力をお願いします。 

  

 ★本校の教育活動へのさらなるご理解とご協力をお願いいたします。 

 
 
 

  
・子どもたちの規範意識も高いことが回答から伺われます。これからも、子どもたちの規範 

 意識を高めるため，決まりを守って生活していくための確認事項や、大人も子どもも「ルー 

 ルを守ることの大切さ」を意識していく等の工夫をしていきます。 
・学校では、今後も地域や社会とのさらなる連携を図り、地域の活力を学校教育の場に生か 

 していけるよう取り 組んでいきます。  
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次年度の全国学力・学習状況調査の日程 
 

◆平成３１年 ４月１８日（木） 実施予定  

 新６年生が 国語 算数 児童質問紙に取り組みます。 

 

※ 来年度よりＡ問題とＢ問題という区分けを見直し、知識・活用を一体的に 

 問う調査形式となります。 


